青森県経済統計報告

　　　平成31年４月25日
企画政策部統計分析課
１　青森県の推計人口（平成31年4月1日現在）……………………………………………………　    1
	県人口　1,250,444人（対前月6,637人減少）

自然動態　　865人減少（出生者数　 597人、死亡者数　1,462人）
社会動態  5,772人減少（転入者数 3,410人、転出者数  9,182人）



２　本県の経済動向（平成31年2月・3月の経済指標を中心として）
（１）経済概況
	本県経済は、緩やかに回復している。ただし、生産や消費の動向については、引き続き注視していく必要がある。
景況感（青森県景気ウォッチャー調査）をみると、現状判断ＤＩは４７．８と、５期連続で５０を下回った。先行き判断ＤＩは５２．８と、３期ぶりに５０を上回った。


（２）主要経済指標の動向
	(2-1)
	生産動向
	・平成31年2月の青森県鉱工業生産指数(平成22年＝100)は、季節調整済指数が 108.9 で、前月比0.4％の低下となり、2カ月ぶりに前月を下回った。また、原指数は 98.9 で、前年同月比 0.8％の低下となり、2カ月ぶりに前年同月を下回った。
	…
	2

	(2-2)
	雇用労働
	・平成31年2月の定期給与は221,214円で前年同月比1.7％増となった。総実労働時間は144.8時間で前年同月比3.9％減、所定外労働時間は9.2時間で前年同月比14.8％減となった。
・平成31年2月の有効求人倍率（季節調整値）は1.29倍で、前月を0.06ポイント下回った。(更新なし)
	…
	3

	(2-3)
	物　　価
	平成31年3月の青森市消費者物価指数（平成27年=100)は、総合指数が102.1となり、前月と同水準、前年同月比0.4％の上昇となった。また、生鮮食品及びエネルギーを除く総合指数は101.9となり、前月と同水準、前年同月比0.4％の上昇となった。
	…
	5

	(2-4)
	個人消費
	・平成31年2月の百貨店・スーパー販売額は、全店舗ベースが124億円で前年同月比0.3％減となり、5カ月連続で前年同月を下回った。また、既存店ベースでも前年同月比0.3％減となり、5カ月連続で前年同月を下回った。(更新なし)
・平成31年3月の軽乗用車を含めた乗用車新車登録・届出台数は5,852台で、前年同月比4.0％減となり、3カ月連続で前年同月を下回った。
・平成31年3月の観光入込客数は、主な観光施設が524千人で前年同月比1.5％減となり、2カ月ぶりに前年同月を下回った。また、主な宿泊施設は113千人で前年同月比0.1％減となり、6カ月ぶりに前年同月を下回った。
	…
	6

	(2-5)
	建　　設
	・平成31年2月の新設住宅着工戸数は475戸で、前年同月比84.8％増となり、2カ月連続で前年同月を上回った。(更新なし)
・平成31年3月の公共工事請負額は80億6,300万円で前年同月比14.5％増となり、7カ月ぶりに前年同月を上回った。
	…
	7

	(2-6)
	企業倒産
	平成31年3月の企業倒産は、件数は4件で前年同月比50.0％減となった。負債総額は5億6,500万円で前年同月比52.0％減となった。
	…
	8



（３）景気動向指数ＣＩ（平成31年２月分）……………………………………………………　 …　　9
	先行指数　 134.0（前月を6.0ﾎﾟｲﾝﾄ上回り、2カ月連続で上昇した）
一致指数　 154.9（前月を13.7ﾎﾟｲﾝﾄ下回り、2カ月ぶりに下降した）
遅行指数　 103.1（前月を2.6ﾎﾟｲﾝﾄ下回り、5カ月連続で下降した）


（４）青森県景気ウォッチャー調査（平成31年４月期） ……………………………………　…　 10
	3カ月前と比べた景気の現状判断ＤＩ…47.8（前期比1.1ポイント増、5期連続で50を下回る)
3カ月後の景気の先行き判断ＤＩ………52.8（前期比4.8ポイント増、3期ぶりに50を上回る）
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（２－２）雇用労働　　　　
　　（２－２－１）給与・労働時間（毎月勤労統計調査結果）　
　平成31年2月の定期給与は221,214円 で、定期給与指数（平成27年＝100）では102.4となり、前年同月比1.7％増と2カ月連続の増（現金給与総額222,455円、現金給与総額指数88.7、前年同月比1.5％増）となった。また、実額で比較した定期給与の全国対比は84.7となった。
　総実労働時間は144.8時間で、総実労働時間指数は93.7となり、前年同月比3.9％減と６カ月連続の減となった。このうち、所定外労働時間は9.2時間で、所定外労働時間指数は80.0となり、前年同月比14.8％減と13カ月連続の減となった。
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　　（２－２－２）有効求人倍率　※更新なし
平成３１年２月の有効求人倍率（季節調整値）は1.29倍で、前月を0.06ポイント下回った。就業地別有効求人倍率は1.40倍で、前月を0.07ポイント下回った。
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　　（参考）充足率（新規学卒者を除きパートタイムを含む）
　平成３１年２月の充足率は18.8％で、前年同月と比べ0.1ポイント下回った。
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（２－３）物価　
　平成31年3月の青森市消費者物価指数（平成27年=100)は、総合指数が102.1となり、前月と同水準、前年同月と比べ0.4％の上昇となった。
　生鮮食品を除く総合指数は102.4となり、前月と同水準、前年同月と比べ0.7％の上昇となった。
  生鮮食品及びエネルギーを除く総合指数は101.9となり、前月と同水準、前年同月と比べ0.4％の上昇となった。　
　総合指数が前月と同水準となった内訳を寄与度でみると、交通・通信（交通など）などの上昇、食料（生鮮野菜など）などの下落が要因となっている。  　　
　総合指数が前年同月と比べ0.4％の上昇となった内訳を寄与度でみると、光熱・水道（電気代など）、教養娯楽（教養娯楽用品など）などの上昇が要因となっている。
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　※　寄与度とは、ある費目の指数の変動が、総合指数の変化率のうち何ポイント寄与したかを示した
    ものであり、全費目の寄与度を合計すると、原則として、総合指数の前月比及び前年同月比（％）
の値に一致する。
      前月比、前年同月比及び寄与度は、端数処理前の指数値を用いて計算しているため、公表された
指数値を用いて計算した値とは一致しない場合がある。
　本資料は総務省統計局「小売物価統計調査」の調査票情報を独自集計したものである。


（２－４）個人消費　※更新なし
　　（２－４－１）百貨店・スーパー販売額
平成３１年２月の百貨店・スーパー販売額は、全店舗ベースが124億円で前年同月比0.3％減となり、5カ月連続で前年同月を下回った。また、既存店ベースでも前年同月比0.3％減となり、5カ月連続で前年同月を下回った。
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　＊　大型小売店は従業員が50人以上で売場面積が1,500平方メ－トル以上の商店をいう。
そのうち、既存店とは、当月及び前年同月とも調査の対象となっている商店をいう。

　　（２－４－２）乗用車新車登録・届出台数　
平成３１年３月の軽乗用車を含めた乗用車新車登録・届出台数は5,852台で、前年同月比4.0％減となり、3カ月連続で前年同月を下回った。普通車及び軽乗用車が減少したことによる。
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　　（２－４－３）観光入込客数　
平成３１年３月の観光入込客数は、主な観光施設が524千人で前年同月比1.5％減となり、2カ月ぶりに前年同月を下回った。また、主な宿泊施設は113千人で前年同月比0.1％減となり、6カ月ぶりに前年同月を下回った。観光施設は青森市、弘前市、八戸市等の施設で減少し、宿泊施設は青森市、むつ市の施設で減少したことによる。
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　（２－５）建　　設
（２－５－１）住宅建設　※更新なし
　平成３１年２月の新設住宅着工戸数は475戸で前年同月比84.8％増となり、2カ月連続で前年同月を上回った。主に貸家が増加したことによる。
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（２－５－２）公共事業　
平成３１年３月の公共工事請負金額は80億6,300万円で前年同月比14.5％増となり、7カ月ぶりに前年同月を上回った。また、平成３１年３月までの累計金額は1,582億200万円で前年同期比7.6％減となった。

[image: ]

（２－６）企業倒産
　平成３１年３月の企業倒産は、件数は４件で前年同月比50.0％減となった。負債総額は5億6,500万円で前年同月比52.0％減となった。また、平成30年度の累計倒産件数は37件で前年度比19.6％の減となり、昭和47年の集計開始以来、最少となった。負債総額は86億600万円で前年度比10.6％の増となった。
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（３）青森県景気動向指数　
　平成３１年２月の青森県景気動向指数（ＣＩ）は、先行指数134.0、一致指数154.9、遅行指数103.1となった。
　先行指数は、前月を6.0 ﾎﾟｲﾝﾄ上回り、２カ月連続で上昇した。
一致指数は、前月を13.7 ﾎﾟｲﾝﾄ下回り、２カ月ぶりに下降した。
遅行指数は、前月を2.6 ﾎﾟｲﾝﾄ下回り、５カ月連続で下降した。
２月の一致指数は、消費関連の２指数以外が全てマイナスになったことから下降した。
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資料：県統計分析課「毎月勤労統計調査結果（速報）」
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            給与及び労働時間の全国との比較（調査産業計、事業所規模5人以上）
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資料：県統計分析課「毎月勤労統計調査結果（速報）」
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（注）１．「定期給与」とは、あらかじめ定められている支給条件、算定方法によって支給される給与のことで、超過労働給与 

実　　　数 指数（H27=100） 対前年同月増減率
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資料：青森労働局職業安定部職業安定課「職業安定業務取扱月報」、厚生労働省職業安定局雇用政策課「一般職業紹介状況」
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図２　生鮮食品を除く総合指数の動き

　　　図３　生鮮食品及びエネルギー

　　　　　　 を除く総合指数の動き
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１０大費目指数の動き （平成27年=100）
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資料：県統計分析課「消費者物価指数　月報」
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資料：東北経済産業局「東北地域百貨店・スーパー販売額動向」、経済産業省「商業動態統計速報」
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寄与度がプラスの指標 寄与度がマイナスの指標

先 行 系 列

建築着工床面積 7.08

２カ月連続

新規求人倍率（全数） -5.39

２カ月ぶり

新設住宅着工床面積 4.40

２カ月連続

企業倒産件数（逆ｻｲｸﾙ） -1.64

４カ月ぶり

日経商品指数（42種） 1.06

１０カ月ぶり

生産財生産指数 -1.18

５カ月ぶり

中小企業景況DI 0.90

２カ月ぶり

乗用車新車登録届出台数 0.65

２カ月ぶり

一 致 系 列

百貨店・スーパー販売額（既存店）

0.92

２カ月ぶり

有効求人倍率（全数） -9.71

２カ月ぶり

旅行取扱高 0.02

２カ月連続

投資財生産指数 -2.97

２カ月ぶり

輸入通関実績（八戸港） -1.20

２カ月ぶり

所定外労働時間指数（全産業）

-0.53

２カ月ぶり

鉱工業生産指数 -0.19

２カ月ぶり

遅 行 系 列

県内金融機関貸出残高 0.20

２カ月連続

りんご消費地市場価格 -1.04

２カ月連続

青森市消費者物価指数（総合）

-0.94

４カ月連続

有効求職者数（全数）（逆ｻｲｸﾙ）

-0.73

３カ月ぶり

常用雇用指数（全産業） -0.10

６カ月連続

公共工事請負金額 -0.06

２カ月連続

家計消費支出（勤労者世帯：実質）

-0.01

２カ月ぶり

　　　　　遅行指数　　14.3％　（４カ月連続で50％を下回った）

●個別系列の動き

（各指標は季節調整等を行い、寄与度を前月と比較しています）

（参考）青森県景気動向指数（ＤＩ）

　　　　　先行指数　　75.0％　（３カ月連続で50％を上回った）

　　　　　一致指数  　71.4％　（２カ月連続で50％を上回った）
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現状判断ＤＩは、客足の活性化や改元による祝賀ムードの高揚などにより、前期比１．１ポイ

ント増加の４７．８となった。



先行き判断ＤＩは、改元に伴う祝賀ムードの高揚や大型連休への期待などにより、現状判断Ｄ

Ｉと比べて５．０ポイント増加の５２．８となった。

３カ月前と比べた景気の現状判断ＤＩは、景気の横ばいを示す５０を５期連続で下回った。

３カ月後の景気の先行き判断ＤＩは、景気の横ばいを示す５０を３期ぶりで上回った。

　

資料：県統計分析課「青森県景気ウォッチャー調査報告書」

（４）青森県景気ウォッチャー調査（平成３１年４月期）



　（調査期間　平成３１年４月１日～４月１９日　回答率１００％）



●３カ月前と比べた景気の現状判断

動



向



前期調査と比べると、「良くなっている」が増減なし、「やや良くなっている」が１．２ポイン

ト減少、「変わらない」が４．５ポイント増加、「やや悪くなっている」が１．３ポイント減少、

「悪くなっている」が２．０ポイント減少により、全体では１．１ポイント増加の４７．８とな

り、景気の横ばいを示す５０を５期連続で下回った。



判断理由では、春到来による客足の活性化や、改元による祝賀ムードの高揚などのプラス面があ

る一方で、人件費を始めとするコストの上昇、食料品等の値上げ、節約志向の高まりによる客単価

減少などといったマイナス面をあげる声があった。



地区別では、前期調査と比べて、東青地区、津軽地区で増加し、県南地区で増減なしとなり、下

北地区で減少した。ＤＩは、津軽地区で５０となり、他の３地区では５０を下回った。



●３カ月後の景気の先行き判断

動



向



前期調査と比べると、「良くなる」が２．０ポイント増加、「やや良くなる」が９．８ポイント

増加、「変わらない」が８．５ポイント減少、「やや悪くなる」が１．２ポイント減少、「悪くな

る」が２．１ポイント減少により、全体では４．８ポイント増加の５２．８となり、景気の横ばい

を示す５０を３期ぶりに上回った。



判断理由では、改元に伴う祝賀ムードの高揚や、大型連休への期待感、消費税増税前の駆け込み

需要などのプラス面をあげる声があった一方で、増税後の消費の冷え込みや、人手不足の継続によ

るコストの上昇などを懸念する声があった。



地区別では、前期調査と比べて、全地区でポイントが増加した。ＤＩは、東青、津軽、県南の３

地区で５０を上回った。



34.3

14.6

54.2

57.8

39.8

51.3

53.3

43.2

44.3 

46.7 

47.8 

52.8 

0

50

100

1

月

4

月

7

月

1

0

月

1

月

4

月

7

月

1

0

月

1

月

4

月

7

月

1

0

月

1

月

4

月

7

月

1

0

月

1

月

4

月

7

月

1

0

月

1

月

4

月

7

月

1

0

月

1

月

4

月

7

月

1

0

月

1

月

4

月

7

月

1

0

月

1

月

4

月

7

月

1

0

月

1

月

4

月

7

月

1

0

月

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

良く

なって

いる

↑

↑

変わら

ない

(50)

↓

↓

悪く

なって

いる

景気現状判断DIの推移・今後の先行き判断DI

現状判断DI

先行き判断DI

先行き


image21.emf
○3カ月前と比べて景気の現状判断理由

◎

2月は天候のせいで少し出控えていたが、3月からは例年よりお客さんの流れが多いように思いました。4月も景気は悪く

ないと思うように感じています。(一般飲食店=東青)

○ 春に向けて天候が良く外に出る事が多くなっている為。(コンビニ=東青)

○ 新元号も決まり、連休も控えて世の中が盛り上がっている様子。(旅行代理店=東青)

○ 新元号の発表があり、八戸圏域版DMOの発足があり、活気があるように思う。(新聞社求人広告=県南)

□ 広告出稿面では変わらない。ただし、改元に向けてムードとしては明るくなってきている。(広告・デザイン=東青)

□ 年度末の人、モノが動く時期に、思ったほどの伸びがみられず、相変わらず節約志向を感じた。(新聞社求人広告=東青)

□

春休みもあり学生の来街数は増えたものの、3月中旬以降の悪天候続きによりトータルで見ると、来街者数は減った。

(商店街=津軽)

□

冬場は例年通りという印象でした。インバウンドは多少はあるけれど、逆に売上が昨年よりかなり落ちている店もあ

る。(経営コンサルタント=津軽)

□

同業他社、自社含めオーバーストアでありながら、コンビニ、ドラッグストア等もまた過剰な出店で、同業、異業種含

め、取り合い、取られ合いの競争が更に熾烈になる。(スーパー=県南)

□

どの業種も人手不足で雇用の為無理して賃上げをしているが効果はない。閉店していく店も多く見受けられ、景気上昇

の材料は何ひとつない。(建設=県南)

△ 消費税増税、各種食料品等の値上げによる、財布のヒモが固くなっている感じを受ける。(住宅建設販売=東青)

△ 経費の負担が重く大手のように単価を上げたいところですが、なかなか、上手くいかない。(食料品製造=東青)

△ 食品等値上がりが目立つ。新元号や連休がどう影響するか？(観光名所等=津軽)

△

平日の街の人通り、週末の夜の人の出方、他店の店主からの意見も含め、昔みたいに人が出ていない。(レストラン=県

南)

△ 人材不足が顕著で、事務に支障が出ている企業がある。(人材派遣=県南)

× 消費増税が10月に迫り、生活防衛に入ってしまったのか、客足が鈍く、売上減少。(一般小売店=下北)

○3カ月後の景気の先行き判断理由

◎ 元号が変わることや、その他10月の増税などで色々消費活動が活発になっているように思う。(一般飲食店=東青)

◎ 4月から夏にかけ「さくらまつり」などの大きなイベントが続くので景気は期待できる。(商店街=津軽)

○

青森市役所駅前庁舎がオープンしたことから足踏み状態の開発物件が毎年のように完成し景況は非常に良い、全体の景

気は「やや良くなっている」と思いますが、大型店が再開発で5月から解体が始まる予定、商店街一帯の4年間はかなり

影響を受けると思われる。(衣料専門店=東青)

○ 消費税up駆け込みと、10月以降の住宅関連税優遇措置への期待が高い。(住宅建設販売=津軽)

○ 改元でのムード浮揚感、増税に向けた需要の先食いが9月末までは起こると思われる為。(衣料専門店=県南)

○

ゴールデンウィークや観光シーズンがはじまり、多少なりとも来訪者が増えると思われるので。(ガソリンスタンド=下

北)

□

新聞等で景気判断についてネガティブなものが増えているが、株価については落ち着いている。また元号改正により一

部お祝いムード(ポジティブ)のニュースもあり、景気は現状にとどまると考える。(経営コンサルタント=東青)

□ 元号が変わり景気が上向きに期待はできるが、人口減、高齢化により小売店は相殺されると思う。(スーパー=津軽)

□

GW10連休、令和への時代の転換で商戦が過熱する首都圏と違い、地方ではその効果も一時的で長続きしないと思うか

ら。(新聞社求人広告=津軽)

□

10連休で皆、買い物、飲み代も節約するであろう。カードの支払の事も考えると、連休明けの日から翌月の給料日まで

ヒマになる。(レストラン=県南)

□

消費税増税を控え、多少の駆け込み需要は発生するものと思われるが、景気を左右するほどの動きになるか疑問。(ガソ

リンスタンド=県南)

□

新年号になったことでビジネスチャンスがあるだろうと考えている部分があったが、特別そんなこともない。(広告・デ

ザイン=県南)

△ 仕入価格の上昇が見込まれ、また人材不足の継続によるコストの増加が懸念される。(都市型ホテル=東青)

△ 建築工事関連の仕事が少なく、先行き不安な状況。見積り依頼件数も減少している。(広告・デザイン=津軽)

△

もしこのまま消費税が10％になるのなら、8月9月は駆け込み需要、5，6，7月は買い控えとなる。前回5→8％の時がそう

であった。(一般小売店=県南)

△ 人材不足が顕著で、事務に支障が出ている企業がある。(人材派遣=県南)

× 売上に結び付ける国の政策がない。(衣料専門店=津軽)

記号の意味：◎良くなっている、○やや良くなっている、□変わらない、△やや悪くなっている、×悪くなっている

資料：県統計分析課「青森県景気ウォッチャー調査報告書」
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１　青森県の推計人口（平成３１年４月１日現在）

【概　況】 

〇自然動態

出生者数が５９７人、死亡者数が１，４６２人で、８６５人の減少となった。

〇社会動態

転入者数が３，４１０人、転出者数が９，１８２人で、５，７７２人の減少となった。

（単位：人）

男 女 出生者数 死亡者数

県外からの

転入者数

県外への

転出者数

昭

 45.10. 1 1,427,520 685,477 742,043 -  10,929 -  -  -  -  -  - 

   50.10. 1 1,468,646 707,232 761,414 -  41,126 -  -  -  -  -  - 

   55.10. 1 1,523,907 735,444 788,463 -  55,261 -  -  -  -  -  - 

   60.10. 1 1,524,448 731,439 793,009 -  541 -  -  -  -  -  - 

 

平

 2.10. 1 1,482,873 704,758 778,115 -  -41,575 -  -  -  -  -  - 

    7.10. 1 1,481,663 704,189 777,474 -  -1,210 -  -  -  -  -  - 

   12.10. 1 1,475,728 702,573 773,155 -  -5,935 -  -  -  -  -  - 

   17.10. 1 1,436,657 679,077 757,580 -  -39,071 -  -  -  -  -  - 

   22.10. 1 1,373,339 646,141 727,198 -  -63,318 -  -  -  -  -  - 

   27.10. 1 1,308,265 614,694 693,571 -  -65,074 -  -  -  -  -  - 

30.  4. 1 1,266,889 594,942 671,947 -0.525%  -6,684 -1,003 617 1,620 -5,681 3,686 9,367

30.  5. 1 1,266,707 595,089 671,618 -0.014%  -182 -819 586 1,405 637 3,393 2,756

30.  6. 1 1,265,852 594,602 671,250 -0.067%  -855 -811 717 1,528 -44 1,369 1,413

30.  7. 1 1,264,951 594,144 670,807 -0.071%  -901 -737 624 1,361 -164 1,109 1,273

30.  8. 1 1,264,201 593,838 670,363 -0.059%  -750 -732 660 1,392 -18 1,645 1,663

30.  9. 1 1,263,717 593,737 669,980 -0.038%  -484 -719 728 1,447 235 1,840 1,605

30.10. 1 1,262,815 593,290 669,525 -0.071%  -902 -709 642 1,351 -193 1,210 1,403

30.11. 1 1,262,049 592,947 669,102 -0.061%  -766 -879 648 1,527 113 1,445 1,332

30.12. 1 1,261,169 592,569 668,600 -0.070%  -880 -844 659 1,503 -36 1,094 1,130

31. 1. 1 1,260,124 592,065 668,059 -0.083%  -1,045 -898 595 1,493 -147 987 1,134

31. 2. 1 1,258,753 591,430 667,323 -0.109%  -1,371 -1,260 612 1,872 -111 1,075 1,186

31. 3. 1 1,257,081 590,540 666,541 -0.133%  -1,672 -1,086 560 1,646 -586 960 1,552

31. 4. 1 1,250,444 587,118 663,326 -0.528%  -6,637 -865 597 1,462 -5,772 3,410 9,182

３月中の人口動態の推移

（単位：人）

21.3 22.3 23.3 24.3 25.3 26.3 27.3 28.3 29.3 30.3 31.3

814 847 797 742 704 745 737 743 665 617 597

1,327 1,447 1,579 1,498 1,501 1,475 1,461 1,483 1,566 1,619 1,462

-513 -600 -782 -756 -797 -730 -724 -740 -900 -1,002 -865

4,158 4,069 2,887 3,822 3,440 3,923 3,806 3,828 3,993 3,685 3,410

9,211 8,558 5,920 8,691 9,110 9,050 9,159 9,102 9,339 9,357 9,182

-5,053 -4,489 -3,033 -4,869 -5,670 -5,127 -5,353 -5,274 -5,346 -5,672 -5,772

-5,566 -5,089 -3,815 -5,625 -6,467 -5,857 -6,077 -6,014 -6,246 -6,674 -6,637

　※１ 昭和45、50、55、60、平成2、7、12、17、22、27年は国勢調査人口（確定値）。

　※２ 平成27年11月1日以降の人口は、平成27年国勢調査人口（確定値 総務省統計局 平成28年10月26日）を基礎に推計している。

　※３ 増減数は、昭和45、50、55、60、平成2、7、12、17、22、27年が各々の前回国勢調査、その他が前月推計人口に対するものである。

　※４ 算出方法

 　　　県の推計人口＝前月の人口＋自然増減数（出生者数－死亡者数）＋社会増減数（県外からの転入者数－県外への転出者数）

　平成３１年４月１日現在の本県推計人口は、１，２５０，４４４人で、前月に比べ６，６３７人の減少となった。
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２　本県の経済動向

（２）主要経済指標の動向

（２－１）生産動向

◎業種別動向（前月比）　鉱工業全体 　-0.4％

業　　　種 前月比(％)寄与率(％) 業　　種 前月比(％)寄与率(％)

業務用機械工業 13.9 143.1 電子部品・デバイス工業 -11.5 -186.8

化学工業 79.7 139.3 生産用機械工業 -53.3 -147.2

食料品工業 3.3 84.0 電気機械工業 -9.6 -56.0

鉄鋼業 5.2 70.6 輸送機械工業 -10.7 -54.3

石油・石炭製品工業 1352.9 41.5 はん用機械工業 -43.1 -38.6

資料：県統計分析課「青森県鉱工業生産指数（速報）」
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（平成22年＝100、全国、東北は平成27年＝100）

青森県・全国・東北の鉱工業生産指数推移（季節調整済指数）

青森県 青森県（3カ月移動平均値） 全国 東北
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（平成22年＝100）

括弧内は付加価値額ウェイト（鉱工業全体＝

10000.0

）

主要業種の生産動向（季節調整済指数・３カ月移動平均値）

食料品（

2410.0

） 鉄鋼（

1200.9

） 電子部品（

1048.2

）

業務用機械（

1005.1

） パルプ紙（

722.3

） 電気機械（

429.2

）

平成31年2月の青森県鉱工業生産指数（平成22年＝100）は、季節調整済指数が108.9で、前月比

0.4％の低下となり、2カ月ぶりに前月を下回った。また、原指数は98.9で、前年同月比0.8％の低下とな

り、2カ月ぶりに前年同月を下回った。

季節調整済指数で前月からの動きをみると、業務用機械工業、化学工業、食料品工業などが上昇に寄

与した一方、電子部品・デバイス工業、生産用機械工業、電気機械工業などが低下し、鉱工業全体では

0.4％の低下となった。
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２　本県の経済動向

（２）主要経済指標の動向

（２－１）生産動向

◎業種別動向（前月比）　鉱工業全体 　-0.4％

業　　　種 前月比(％)寄与率(％) 業　　種 前月比(％)寄与率(％)

業務用機械工業 13.9 143.1 電子部品・デバイス工業 -11.5 -186.8

化学工業 79.7 139.3 生産用機械工業 -53.3 -147.2

食料品工業 3.3 84.0 電気機械工業 -9.6 -56.0

鉄鋼業 5.2 70.6 輸送機械工業 -10.7 -54.3

石油・石炭製品工業 1352.9 41.5 はん用機械工業 -43.1 -38.6

資料：県統計分析課「青森県鉱工業生産指数（速報）」
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青森県・全国・東北の鉱工業生産指数推移（季節調整済指数）
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（平成22年＝100）
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10000.0

）

主要業種の生産動向（季節調整済指数・３カ月移動平均値）

下段：当月生産数量 鉄鋼（

1200.9

） 電子部品（

1048.2

）

業務用機械（

1005.1

） パルプ紙（

722.3

） 電気機械（

429.2

）

平成31年2月の青森県鉱工業生産指数（平成22年＝100）は、季節調整済指数が108.9で、前月比

0.4％の低下となり、2カ月ぶりに前月を下回った。また、原指数は98.9で、前年同月比0.8％の低下とな

り、2カ月ぶりに前年同月を下回った。

季節調整済指数で前月からの動きをみると、業務用機械工業、化学工業、食料品工業などが上昇に寄

与した一方、電子部品・デバイス工業、生産用機械工業、電気機械工業などが低下し、鉱工業全体では

0.4％の低下となった。


